
道
志
村
民
憲
章

私
た
ち
の
七
里
は
、
緑
と
清
流
と
歴
史

の
郷
で
す
。
こ
の
地
に
生
き
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
平
和
な
村
を
築
く
た
め
、
こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一
、
自
然
を
愛
し
平
和
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
生
産
に
励
み
豊
か
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
人
情
と
い
た
わ
り
の
心
を
養
い
、

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
く
健
康
で
、
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。
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平成16年６月１日（２）

平
成
十
六
年
五
月
、
村
長
、
村
議
就
任

後
、
初
の
臨
時
議
会
が
五
月
十
七
日
に
招

集
さ
れ
開
催
さ
れ
た
。

招
集
の
挨
拶

道
志
村
長

佐
藤
　
卓
司

本
日
こ
こ
に
、
新
し
く
選
ば
れ
た
議
員

各
位
を
お
迎
え
し
て
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
申

し
上
げ
る
機
会
を
得
ま
し
た
こ
と
は
、
私

の
最
も
光
栄
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

村
民
の
興
望
を
担
っ
て
め
で
た
く
ご
当

選
の
栄
を
得
ら
れ
、
本
日
こ
こ
に
初
の
議

会
を
開
会
す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
こ
と

は
、
村
政
の
た
め
に
も
ま
こ
と
に
ご
同
慶

に
た
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

厳
し
い
予
算
の
な
か
、
議
員
各
位
と
と

も
に
村
民
の
皆
様
方
の
生
の
声
を
聞
き
、

又
私
が
在
職
中
の
、
施
策
、
継
続
事
業
等

を
ふ
ま
え
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
、
ご
指

導
の
基
に
着
実
に
実
行
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
国
政
を
み
ま
す
と
、
国
民
の
多
く
が

経
済
状
況
の
好
転
を
望
む
中
、
構
造
改
革

を
掲
げ
、
地
方
行
政
に
つ
き
ま
し
て
も
、

非
常
に
厳
し
い
行
財
政
改
革
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
お
り
ま
す
、
本
村
に
お
き
ま
し
て

も
地
方
分
権
、
地
方
交
付
税
の
削
減
に
よ

り
財
源
の
縮
小
、
行
政
の
見
直
し
を
検
討

し
、
さ
ら
に
平
成
十
六
年
三
月
十
八
日
、

都
留
市
、
道
志
村
任
意
合
併
協
議
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
、
そ
の
協
議
会
に
お

き
ま
し
て
、
新
市
将
来
構
想
、
市
町

村
建
設
計
画
が
作
成
さ
れ
住
民
説
明

会
を
実
施
し
ま
す
が
、
合
併
か
単
独

で
行
く
の
か
、
大
変
厳
し
い
選
択
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
こ
の
状

況
下
に
お
い
て
議
会
の
皆
様
方
と
と

も
に
、
村
民
と
膝
を
交
え
て
話
し
合

い
現
状
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
行
政

指
導
方
で
な
く
住
民
自
ら
が
こ
の
問

題
を
思
慮
で
き
る
情
報
を
提
供
し
た

上
で
、
村
の
将
来
を
よ
り
ベ
ス
ト
な

方
向
に
導
く
の
が
行
政
、
議
会
の
責

任
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

先
に
述
べ
ま
し
た
、
施
策
、
継
続

事
業
の
主
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

＊
富
士
箱
根
伊
豆
交
流
圏
市
町
村
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
の
促
進

（
三
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
道
路
整
備
、

観
光
事
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
）

＊
国
道
四
百
十
三
号
第
二
次
改
良
促
進
と

圏
央
道
へ
の
連
絡
道
の
推
進

＊
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
に
よ
る
生

活
基
盤
施
設
の
充
実

＊
林
業
構
造
改
善
事
業
、山
村
振
興
事
業
、

民
有
林
林
道
事
業
、
地
籍
調
査
事
業
等

の
促
進

＊
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
住
め

る
、
あ
た
た
か
い
村
づ
く
り
を
目
標
に

し
て
保
健
、
福
祉
、
医
療
、
教
育
の
充

実
＊
環
境
保
全
対
策
の
強
化

（
合
併
処
理
浄
化
槽
、
水
質
検
査
、
環

境
保
全
条
例
）

＊
若
者
の
定
住
化

（
村
営
住
宅
の
整
備
）

＊
道
の
駅
を
拠
点
と
し
た
観
光
の
促
進

＊
農
地
の
有
効
利
用

（
遊
休
農
地
の
解
消
、
特
産
品
の
開
発
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

「
二
十
一
世
紀
に
生
き
残
れ
る
村
づ
く
り

の
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
の
在
り

方
が
大
き
く
問
わ
れ
る
こ
の
時
期
に
、
議

員
各
位
の
皆
様
方
の
ご
協
力
、
ご
指
導
を

頂
く
中
で
、
全
員
の
英
知
を
結
集
し
、
そ

の
舵
取
り
を
間
違
え
る
こ
と
な
く
正
し
い

方
向
に
進
め
、
村
民
の
住
み
よ
い
村
づ
く

り
を
行
政
、
議
会
と
一
糸
乱
れ
ず
邁
進
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。」
と
招
集
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

続
い
て
、
議
会
構
成
が
決
ま
り
、
議
長

に
長
田
公
明
氏
、
副
議
長
に
山
口
義
次
氏

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
報
告
第
二
号

専
決
処
分
の
報
告
に

つ
い
て
（
平
成
十
五
年
度
道
志
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
六
回
））

二
、
報
告
第
三
号

専
決
処
分
の
報
告
に

つ
い
て
（
平
成
十
五
年
度
道
志
村
観
光

施
設
等
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

五
回
））

三
、
報
告
第
四
号

専
決
処
分
の
報
告
に

つ
い
て
（
平
成
十
五
年
度
道
志
村
合
併

処
理
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
回
））

五
月
臨
時
議
会

人
事
案
件
な
ど
承
認

議会だより



（３）

役　職　名

議 　 　 　 　 　 長

副 　 　 議 　 　 長

総 務 常 任 委 員 長

〃 　 副 委 員 長 　

〃 　 委 　 　 員

〃 　 委 　 　 員

経済建設常任委員長

〃 　 副 委 員 長

〃 　 委 　 　 員

〃 　 委 　 　 員

文教厚生常任委員長

〃 　 副 委 員 長

〃 　 委 　 　 員

〃 　 委 　 　 員

議 会 運 営 委 員 長

〃 　 副 委 員 長

〃 　 委 　 　 員

〃 　 委 　 　 員

役　職　名

監 　 査 　 委 　 員

国民健康保険運営協議会委員

〃

〃

消 　 防 　 委 　 員

〃

〃

東部広域連合委員

上 下 水 道 委 員

〃　（長又・白井平）

〃　（板橋・善之木）

〃　（神地・川原畑）

〃 （和出村）

〃 （長幡東）

〃　（大室指・月夜野）

観光施設等運営委員

〃

〃

氏　　　名

長　田　公　明

山　口　義　次

山　口　達　夫

湯　川　六　昭

佐　藤　春　光

水　越　昌　義

渡　辺　胆　男

出　羽　茂　雄

杉　本　正　人

山　口　義　次

佐　藤　最　上

佐　藤　一　仁

長　田　公　明

佐　藤　光　男

山　口　義　次

山　口　達　夫

佐　藤　最　上

渡　辺　胆　男

議　会　構　成
八
、
議
案
第
二
十
八
号

収
入
役
の
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

道
志
村
八
、
二
七
四
番
地

水
越
　
栄
治
氏

氏　　　名

佐　藤　春　光

長　田　公　明

佐　藤　一　仁

佐　藤　春　光

水　越　昌　義

渡　辺　胆　男

出　羽　茂　雄

湯　川　六　昭

水　越　昌　義

杉　本　正　人

佐　藤　最　上

佐　藤　光　男

佐　藤　一　仁

出　羽　茂　雄　

山　口　達　夫

杉　本　正　人

佐　藤　光　男

四
、
報
告
第
五
号

専
決
処
分
の
報
告
に

つ
い
て
（
道
志
村
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
）

五
、
議
案
第
二
十
五
号

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

道
志
村
七
、
六
二
三
番
地

菅
谷
　
豊
久
氏

六
、
議
案
第
二
十
六
号

監
査
委
員
の
選

任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
道
志
村
七
、
七
七
二
番
地

佐
藤
　
春
光
氏

七
、
議
案
第
二
十
七
号

教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

道
志
村
七
、
一
七
七
番
地

新
津
　
隆
平
氏

① 水源林ボランティア事業への参加
市民100人と一緒に間伐作業を行います。
場所　川原畑地内
時間　午前10時50分～

②「横浜市と道志村の友好・交流に関する協定書」の調印式
場所　道志村役場
時間　午後１時40分～

③ 村内視察（予定）
場所　ギャラリー水源の森

的様
道の駅どうし

時間　午後２時30分～

中田宏横浜市長が6月22日来村します！
● 中田市長道志村訪問の日程について ●

（

）

（

）

（

）

（

）



し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
不
肖
私
、
佐
藤
村
長
の
選
任
に

依
り
、
収
入
役
の
要
職
に
就
任
致
し
ま
し

た
。
多
年
の
議
員
活
動
の
経
験
を
生
か
し

佐
藤
村
政
の
一
翼
を
担
い
村
民
の
皆
様
方

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
様
、
公
正
無
比
の

行
政
に
最
善
を
尽
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

御
承
知
の
通
り
今
や
国
の
施
策
で
あ
る

行
財
政
改
革
の
ひ
と
つ
、
市
町
村
合
併
特

例
法
も
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
、

十
ヶ
月
足
ら
ず
と
迫
り
ま
し
た
。

ま
た
、
先
に
国
会
で
決
議
さ
れ
ま
し
た

新
法
で
も
、時
限
立
法
の
五
年
間
と
さ
れ
、

合
併
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
状
況
下
に

あ
り
ま
す
。

都
留
市
と
の
任
意
合
併
協
議
会
を
進
め

て
お
り
ま
す
が
、
適
確
な
判
断
を
村
民
の

皆
様
に
仰
ぐ
た
め
の
資
料
作
り
が
、
行
政

の
責
任
で
あ
る
事
を
心
し
て
、
進
め
て
参

り
ま
す
。

交
付
税
の
年
々
減
額
に
よ
り
今
年
度

は
、
平
成
十
二
年
度
の
ピ
ー
ク
時
よ
り
、

三
億
円
減
額
の
近
年
最
低
の
予
算
額
と
な

り
、
厳
し
い
財
政
の
中
で
、
出
納
管
理
を

預
か
る
私
と
し
て
は
、
全
力
を
傾
注
し
て

参
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
方
の
深
い
御
理
解
と
御
協

力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

就
任
の
挨
拶

村
議
会
議
長

長
田
　
公
明

こ
の
た
び
、
議
員
皆
様
方
の
御
理
解
と

ご
支
持
を
頂
き
ま
す
な
か
、
議
長
の
要
職

に
就
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余

る
光
栄
と
受
け
止
め
て
お
り
、
衷
心
よ
り

感
謝
致
す
と
共
に
、
こ
の
重
責
を
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
皆
様
の
ご
推
挙
を
受
け
ま
し

た
う
え
は
、
一
身
を
挺
し
て
そ
の
ご
厚
志

に
報
い
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ

皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
、
村
を
取
り
巻
く
村
政
の
環
境
は
、

誠
に
厳
し
く
、前
途
は
多
難
で
あ
り
ま
す
。

期
限
を
来
年
三
月
末
日
に
控
え
ま
し
て
の

合
併
問
題
等
、
複
雑
、
多
岐
に
わ
た
る
問

題
が
山
積
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
し
た

状
況
の
も
と
村
民
の
要
望
を
、
公
正
、
か

つ
厳
粛
に
受
け
止
め
、
真
に
村
民
の
負
託

に
応
え
る
議
会
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

大
所
高
所
の
見
地
に
立
ち
、
国
・
県
の

施
策
の
動
向
を
的
確
に
把
握
し
、
関
係
諸

団
体
と
連
絡
協
調
を
密
に
し
、
行
政
と
車

の
両
輪
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
中
で
、

平成16年６月１日（４）

就
任
の
挨
拶

教
育
長

大
輪
知
樹

佐
藤
　
睦
　
教
育
長
の
後
任
と
し
て
、

教
育
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光

栄
で
あ
り
ま
す
と
同
時
に
責
任
の
重
さ
を

痛
切
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

児
童
、
生
徒
の
学
校
教
育
は
勿
論
、
社

会
教
育
、
社
会
体
育
の
振
興
の
た
め
村
当

局
、
村
議
会
、
教
育
委
員
の
皆
様
を
は
じ

め
、
関
係
各
位
の
ご
指
導
、
御
協
力
を
賜

り
職
務
を
遂
行
す
る
事
が
私
に
与
え
ら
れ

た
責
任
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

村
民
皆
様
の
ご
指
導
、
御
協
力
を
衷
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

心
豊
か
で
、
明
る
く
楽
し
い
道
志
村
の

未
来
を
願
い
新
し
い
二
十
一
世
紀
を
切
り

拓
く
児
童
、
生
徒
の
健
全
育
成
に
努
め
、

思
い
や
り
の
あ
る
心
の
教
育
を
学
校
や
地

域
、
家
庭
と
広
く
総
力
を
結
集
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
志
村
の
教
育
行
政
が
後
退
す
る
こ
と

な
く
、
一
歩
一
歩
着
実
に
前
進
す
る
よ
う

努
力
す
る
事
を
お
誓
い
申
し
上
げ
就
任
の

挨
拶
と
し
ま
す
。

就
任
の
挨
拶

収
入
役

水
越
栄
治

新
緑
か
ら
若
葉
へ
と
初
夏
の
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
方
に
は
。
益
々

の
御
健
勝
に
て
御
活
躍
の
事
と
御
推
察
申

地
域
に
即
し
た
創
造
性
豊
か
な
村
づ
く
り

が
実
現
で
き
る
よ
う
行
財
政
の
基
盤
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

我
々
議
会
人
も
、
決
意
を
新
た
に
地
域

住
民
の
代
表
と
し
て
、
そ
の
責
務
と
役
割

の
重
大
さ
を
深
く
自
覚
し
、
清
新
で
活
発

な
議
会
活
動
を
通
じ
て
「
誇
れ
る
郷
土
・

活
力
あ
る
道
志
村
」
の
実
現
を
目
指
し
、

新
し
い
時
代
に
お
け
る
、
地
方
自
治
の
た

め
、
行
財
政
改
革
の
徹
底
と
議
会
の
活
性

化
に
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。つ

き
ま
し
て
は
、村
民
皆
様
の
更
な
る
、

ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。



（５）

平成15年度、虫歯のない３才児は３人でした。保護者の方に、ふだん
気をつけていることを聞いてみました。

甘い物が好きなので、必ず毎
日はみがきしています。

天野 美柚ちゃん
大室指

父 恵介・母 紀枝さん

山口 紗永ちゃん
下中山

父 進・母 登美さん

夜寝る前は、必ずはみがきし
ています。アイスとチョコが
大好物です。

山口 乃愛ちゃん
西和出村

父 直仁・母 優子さん

アメやチョコレートはなるべ
く控えるようにしました。

（ ）（ ）（ ）

・そば打ち指導員

・施設勤務
（厨房、ホールスタッフ）

施設勤務
（ホールスタッフ）

不問

18才～55才位まで

18才～55才位まで
及び大学生・高校生

応相談

応相談

応相談

平　日　780円

日・祭　820円

780円
大学生730円
高校生680円

道志村では、観光施設（水源の森・道志の湯）において、次のとおりパート職員等を募集しております。
経験は不問ですので、ご希望の方は産業観光課または各施設までお問い合わせください。

※土・日・祝祭日でも勤務できる方。 ※土・日・祝祭日のみの方も歓迎。

パート・アルバイト募集

勤務先 仕事内容 年　　令 時　　間

水源の森

道志の湯

●道志村役場 産業観光課 TEL 52-2115 ●水源の森 TEL 52-2770 ●道志の湯 TEL 52-2384

（ ）

時　　給

虫歯のない３歳児です

合 併 浄 化 槽 の 使 用 に つ い て
合併浄化槽は微生物の力で汚水を分解し・浄化します。微生物の働きを活発にすれば、浄化も
進みます。浄化槽を上手に使っていただくために、次の事に注意してください。

☆ 米粒や野菜くず、油などは流さないようにしてください。
☆ 洗剤は中性洗剤を使い、カビ取り剤などは必要最小限にしてください。
☆ トイレットペーパー以外のティッシュや生理用品は流さないでください。
☆ 大量の水を一気に流すのは、なるべくさけてください。

最近、役場に浄化槽の悪臭に対する苦情が多く寄せられています。
役場でも対策を考えておりますので、気になる事がありましたら役場の建設課までご一報ください。


